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●
縦
割
り
水
行
政
の
弊
害

　

明
治
以
来
、
水
行
政
は
数
省
に
分
か
れ
、

縦
割
り
の
弊
害
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
水
資
源
の
開
発

や
利
用
が
多
岐
か
つ
複
雑
に
な
る
に
つ
れ
、
縦

割
り
の
非
能
率
、
さ
ら
に
は
不
合
理
が
いっ
そ

う
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

水
の
各
部
門
の
行
政
は
、
そ
の
分
野
の
み

の
利
益
を
考
え
れ
ば
効
率
的
で
あ
る
が
、
水

の
他
の
利
用
や
治
水
な
ど
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
の
で
、一
部
門
の
水
利
用
の
便
宜
が
他

部
門
も
し
く
は
全
体
の
水
シ
ス
テ
ム
の
観
点

か
ら
は
、
有
害
で
あ
る
こ
と
が
む
し
ろ
普
通

で
あ
る
。

　

戦
後
、
各
部
門
の
水
需
要
が
激
増
し
、
ま

た
水
資
源
開
発
が
技
術
の
進
歩
、
豊
か
に
な
っ

た
財
政
に
支
え
ら
れ
、
著
し
く
進
展
し
、
水

利
用
相
互
の
競
合
も
激
し
く
な
り
、
水
を

ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
対
処
す
べ
き
状

況
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
各

種
水
利
用
、
治

水
が
そ
れ
ぞ
れ

愛
省
精
神
の
赴

く
ま
ま
に
推
移
す
れ
ば
、
水
シ
ス
テ
ム
が
不
健

全
化
す
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
って
き
た
。

　

あ
ま
つ
さ
え
、
戦
後
の
急
速
な
都
市
化
、
部

分
的
に
は
過
度
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
国
土
開

発
は
、
高
度
経
済
成
長
を
支
え
、
国
民
の
生

活
水
準
を
数
字
の
面
で
は
向
上
さ
せ
た
が
、

自
然
界
に
営
ま
れ
て
い
た
水
循
環
を
乱
し
、そ

の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
治
水
、
利
水

の
各
方
面
に
及
ん
で
し
ま
っ
た
。
都
市
化
に

よ
り
都
市
河
川
の
流
出
率
が
増
し
、
洪
水
流

量
が
増
大
し
、
都
市
水
害
を
各
都
市
に
発
生

さ
せ
た
。
戦
後
、
水
需
要
増
加
に
際
し
て
沖

積
平
野
の
大
都
市
で
は
地
下
水
の
過
剰
揚
水

に
よ
っ
て
地
盤
沈
下
が
発
生
し
、
災
害
に
弱
い

地
域
が
各
地
に
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
な
ど
に
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

か
て
て
加
え
て
、
近
年
は
気
候
変
動
に
よ

り
、
大
型
台
風
の
襲
来
、
豪
雨
の
頻
発
、
海

面
上
昇
、
降
雪
の
減
少
に
よ
っ
て
、
農
業
は
じ

め
第
一次
産
業
への
影
響
は
も
と
よ
り
、
洪
水
、

渇
水
、
津
波
高
潮
の
脅
威
を
倍
加
す
る
。
こ

れ
ら
の
対
策
は
、
従
来
の
防
災
技
術
の
み
で
は

決
し
て
対
応
で
き
な
い
。
開
発
な
ど
の
種
々

の
規
制
、
土
地
利
用
政
策
の
見
直
し
、
災
害

危
険
地
域
か
ら
の
移
転
な
ど
が
必
要
で
あ

り
、
既
往
の
行
政
手
法
で
は
到
底
達
成
し
得

な
い
。

●
総
合
的
な
行
政
で
水
危
機
を
回
避
せ
よ

　

従
来
、
水
資
源
、
水
災
害
の
各
部
分
を
担

当
す
る
各
省
庁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
尊

重
す
る
法
律
を
作
成
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
を

総
合
的
に
把
握
す
る
基
本
法
の
制
定
は
、
古

く
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、い
ま
や

気
候
変
動
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
水
危
機
を

迎
え
、「
水
基
本
法
」
を
根
拠
に
、
水
の
総
合

行
政
を
め
ざ
さ
な
い
と
、
将
来
の
深
刻
な
水

災
害
を
回
避
で
き
な
い
の
み
な
ら
ず
、水
政
策

は
国
際
的
に
遅
れ
を
と
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
「
水
基
本
法
」
の
哲
学
は
、
地
表
水
、
地
下

水
と
も
に
公
水
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
自
然
の

水
循
環
を
重
ん
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
と
共

生
す
る
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
に
在
る
。
地

下
水
を
公
水
に
す
る
こ
と
だ
け
で
も
現
実
に

は
容
易
で
は
な
い
。
地
下
水
に
依
存
し
て
い
る

勢
力
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
元
来
恵
ま
れ

て
い
た
日
本
の
水
を
わ
れ
わ
れ
は
子
孫
の
た
め

の
遺
産
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

＊
主
な
著
書『
新
版　

河
川
工
学
』
東
京
大

学
出
版
会
、『
地
球
の
水
が
危
な
い
』
岩
波
新

書
、『
社
会
を
映
す
川
』
鹿
島
出
版
会
、『
都

市
と
水
』
岩
波
新
書
な
ど
多
数
。
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●
設
立
ア
ピ
ー
ル　

　

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
昨
秋
、
宮
中
ダ
ム（
新

潟
県
十
日
町
市
）
を
越
え
て
、
子
孫
を
残
す

た
め
に
上
流
へ
遡
上
し
た
サ
ケ
の
数
が
１
８
１

尾
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
年
の
約
６
倍
に
増

え
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
の
「
違
法
取
水
事
件
」

発
覚
に
よ
る
国
土
交
通
省
の
取
水
取
消
命
令

（
２
０
０
９
年
３
月
１
０
日
）で
、ダ
ム
ゲ
ー
ト

が
全
開
し
、
魚
道
の
水
量
が
増
加
し
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
上
流
に
立
地
す
る

東
京
電
力
西
大
滝
ダ
ム
の
魚
道
を
遡
上
し
、

ふ
る
さ
と
千
曲
川
へ
戻
り
え
た
サ
ケ
は
５
尾
が

確
認
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
自
然
の
正
直
な
反
応
に
、
感
動
す
る

だ
け
で
は
済
ま
な
い
だ
ろ
う
。
深
い
憂
慮
を

禁
じ
え
な
い
。
河
川
を
資
源
と
し
て
酷
使
し

て
き
た
現
代
人
へ
の
「
生
物
の
警
鐘
」
で
は
な

い
の
か
。
だ
が
、
人
間
社
会
の
反
応
は
複
雑

怪
奇
な
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
か
、
千
曲
川
・

信
濃
川
を
む
さ
ぼ
る
利
権
の
寒
々
と
し
た
心

象
風
景
に
ゆ
が
ん
で
い
く
…
。

　
一
度
し
た
こ
と
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
た

と
え
を
、「
覆
水
盆
に
返
ら
ず
」
と
い
う
。
覆

水
、
否
、
盗
水
を
盆
に
返
そ
う
と
す
る
構
図

こ
そ
、
信
濃
川
中
流
域
で
み
ら
れ
る
今
日
的

状
況
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

１
９
３
９（
昭
和
１
４
）
年
以
来
、
５
次
に

わ
た
り
利
潤
を
求
め
て
信
濃
川
発
電
所
の
最

大
取
水
量
を
毎
秒
３
１
７
ト
ン
に
拡
大
し
、ダ

ム
下
流
の
約
３
４
キ
ロ
を
毎
秒
７
ト
ン
以
下
の

〝
河
原
砂
漠
〞
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め

に
、
夏
季
は
水
温
が
３
４
度
に
上
昇
す
る
な

ど
河
川
生
態
系
を
破
壊
し
た
。
さ
ら
に
地
下

水
位
の
低
下
を
招
き
、
健
全
な
水
循
環
を
収

奪
し
て
、
流
域
の
生
活
環
境
、
景
観
な
ど
が

損
な
わ
れ
て
い
る
。
流
路
延
長
３
６
７
キ
ロ
の

「
日
本
一の
大
河
」
が
実
質
的
に
短
く
な
り
、

そ
の
誇
り
を
失
っ
た
。「
信
濃
川
の
姿
は一
変
」

し
た
と
し
て
、こ
う
地
元
の
歌
人
は
詠
む
。

水
涸
れ
て
久
し
き
河
原
光
る
こ
と

　　　　　　　　　　　　
拒
め
る
さ
ま
に
石
の
沈
黙

（
出
典
：
短
歌
新
聞
社
発
行
・
小
海
ヨ
ネ
子

『
歌
集　

白
光
』「
水
奪
わ
れ
て
」）。

　

Ｊ
Ｒ
東
は
、
虚
偽
報
告
や
デ
ー
タ
改
ざ
ん
の

細
工
な
ど
３
５
０
件
を
超
え
る
「
極
め
て
悪

質
か
つ
重
大
な
河
川
法
違
反
」
を
１
１
年
間

行
っ
た
。
そ
の一
方
、
信
濃
川
発
電
所
で
年
間

約
２
８
０
億
円
の
利
益
を
得
て
い
る
。
ま
だ
、

「
騙
さ
れ
た
側
の
責
任
」
な
ど
真
相
解
明
は

済
ん
で
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
は
「
お
わ
び
」
と
称

す
る
総
計
５
７
億
円
を
関
係
自
治
体
の
基
金

に
拠
出
し
、「
水
力
発
電
は
ク
リ
ー
ン
」
と
う

そ
ぶ
き
、
最
大
取
水
量
毎
秒
３
１
７
ト
ン
の
再

申
請
を
企
む
。
１
０
年
前
に
世
界
ダ
ム
委
員

会
は
、「
水
力
発
電
は
ク
リ
ー
ン
で
は
な
い
」
と

勧
告
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
Ｊ
Ｒ
東
の
不
遜
な
行
為
を
看
過
で
き

な
い
。「
石
の
沈
黙
」
に
応
え
る
大
義
に
つ
き
、

「
千
曲
川
・
信
濃
川
復
権
」
を
め
ざ
す
。
ご

参
集
、ご
支
援
を
乞
う
！

厳選した玄そばの石臼挽き自家製粉

「千曲川・信濃川復権の会」入会のご案内
名実ともに「日本一の大河」を取り戻そう！
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●
呼
び
か
け
人（
あ
い
う
え
お
順
）

　

井
出
孫
六（
作
家
）、
上
原
公
子（
前
国
立

市
長
）、
大
野
峰
太
郎（
飯
山
市
議
）、
加
藤
幸

子（
作
家
）、
霜
垣
和
雄（
国
際
問
題
研
究
家
）、

嶋
津
暉
之（
水
源
開
発
問
題
全
国
連
絡
会
共
同

代
表
）、
高
畑
一
彦（
弁
護
士
）、
高
橋
裕（
東
京

大
学
名
誉
教
授
）、
橘
由
紀
夫（
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）、
田
中
信
次（
農
業
）、
中
沢
勇（
淺
川
・

千
曲
川
等
治
水
対
策
会
議
会
長
）、
中
沢
千
尋

（
郷
土
研
究
家
）、根
津
東
六（
前
十
日
町
市
議
）、

保
坂
道
賢（
土
地
家
屋
調
査
士
）、
三
橋
允
子

（
薬
剤
師
）、
諸
橋
潔
（
自
然
観
察
指
導
員
）、

矢
間
秀
次
郎（
小
金
井
市
環
境
審
議
会
副
会
長
）

第
１
条（
名
称
及
び
事
務
所
）　

（
１
）本
会
は
、「
千
曲
川・信
濃
川
復
権
の
会
」

と
称
す
る
。

（
２
）
本
部
事
務
局
は
暫
定
的
に
、
〒
１
８
４‐

０
０
１
２
東
京
都
小
金
井
市
中
町
２‐５‐１
３

に
置
き
、
下
記
に
地
方
事
務
所
を
設
け
る
。

①
長
野
県
事
務
所　

〒
３
８
９‐２
４
１
４
長
野

県
飯
山
市
大
字
常
盤
５
８
０
２
。

②
新
潟
県
事
務
所　

〒
９
４
８‐０
０
７
3
新
潟

県
十
日
町
市
稲
荷
町
４
。

第
２
条（
目
的
及
び
指
針
）

（
１
）本
会
は
、
名
峰
甲
武
信
岳
を
源
流
と
す

る
千
曲
川
・
信
濃
川（
流
路
延
長
３
６
７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）の
現
状
を
憂
い
、
か
ぎ
り
な
く
河

川
を
愛
す
る
人
々
、
諸
団
体
等
の
叡
智
と
情

熱
を
結
集
し
、
名
実
と
も
に
日
本
一の
大
河
に

復
権
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）こ
の
目
的
を
完
遂
す
る
行
動
指
針
と
し

て
、「
水
系
一
環
の
原
理
」
を
す
え
、
活
動
領

域
を
本
流
に
と
ど
め
ず
、
支
流
や
農
業
用
水
、

小
川
、
湖
沼
、
運
河
、そ
し
て
、「
森
・
川
・
海

と
マ
チ
を
結
ぶ
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
努
め
る
。

真
に
里
人
や
市
民
の
暮
ら
し
が
安
全
で
豊
か

な
も
の
に
な
る
よ
う
地
域
の
伝
統
と
文
化
を

ふ
ま
え
、
水
環
境
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
実

践
を
し
つ
つ
、
仮
称
「
水
基
本
法
」、「
ダ
ム
撤

去
推
進
法
」
等
の
制
定
を
め
ざ
す
。

第
３
条（
構
成
）　

（
１
）本
会
は
、
第
２
条
の
目
的
及
び
指
針
に

賛
同
し
、所
定
の
入
会
手
続
き
を
得
た
市
民
、

団
体
等
の
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
し
、
国

籍
、
年
齢
を
問
わ
な
い
。

（
２
）世
話
人
及
び
会
員
の
活
動
は
無
報
酬
と

す
る
。
但
し
、
機
関
決
定
を
し
た
活
動
等
の

諸
経
費
は
予
算
書
に
よ
り
費
用
弁
償
を
行
う
。

第
４
条（
入
会
及
び
退
会
等
）　　

（
１
）
入
会
を
希
望
す
る
人（
団
体
）
は
、
本

会
所
定
の
郵
便
局
「
払
込
取
扱
票
」
の
全
項

目
を
記
入
・
署
名
の
う
え
、
第
５
条
所
定
の

会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）正
会
員
及
び
賛
助
会
員
は
、
退
会
届
を

共
同
代
表
に
提
出
し
、い
つ
で
も
退
会
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
但
し
、
会
費
の
返
納
を
請
求

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
３
）未
納
会
費
の
催
告
を
受
け
た
後
、１
年

以
上
滞
納
し
た
正
会
員
及
び
賛
助
会
員
は
退

会
と
み
な
す
。

第
５
条（
会
費
及
び
活
動
・
事
業
）

（
１
）本
会
の
活
動
は
会
費
及
び
寄
付
金
、
そ

の
他
の
収
入
に
よ
って
運
営
さ
れ
る
。
年
会
費

は
、
下
記
の
通
り
と
す
る
。
但
し
、
年
度
途

中
で
入
会
し
た
場
合
に
も
同
額
と
す
る
。

①
正
会
員:

１
口 

１
，
０
０
０
円
を
３
口
以

上
納
め
た
方
。

②
賛
助
会
員:

１
口 

１
，
０
０
０
円
を
１
口

以
上
納
め
た
方
。

（
２
）正
会
員
は
、
会
費
口
数
に
か
か
わ
ら
ず
、

機
関
決
定
に
参
画
す
る
資
格
を
有
す
る
。
正

会
員
１
名
に
つ
き
総
会
議
決
権
１
票
を
も
ち
、

▲千曲川源流を登った甲武信岳頂上（撮影・矢間秀次郎）

●
「
千
曲
川
・
信
濃
川
復
権
の
会
」
会
則
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各
種
主
催
行
事
の
割
引
を
受
け
、機
関
誌『
奔

流
』に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
原

稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。

（
３
）賛
助
会
員
に
は
、
機
関
誌
等
を
年
間
２

回
以
上
、
送
付
す
る
。　

（
４
）
第
２
条
の
目
的
を
具
現
化
す
る
た
め
、

下
記
の
活
動
及
び
事
業
を
機
関
決
定
の
う

え
、
実
施
す
る
。

①
千
曲
川
・
信
濃
川
水
系
に
関
す
る
総
合
的

な
調
査
・
研
究
活
動
。

②
西
大
滝
ダ
ム
及
び
宮
中
ダ
ム
な
ど
の
諸
問
題

に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
運
動
の
展
開
。

③
超
党
派
で
「
水
基
本
法
」、「
ダ
ム
撤
去
推

進
法
」
等
の
制
定
、
立
法
運
動
を
展
開
。

④
分
水
嶺
を
越
え
た
関
係
諸
団
体
な
ど
と
の

交
流
・
共
催
行
事
。

⑤
そ
の
他
、
現
地
見
学
会
、エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど

啓
蒙
活
動
。

（
５
）前
項
の
活
動
は
、
必
要
に
応
じ
て
機
関

決
定
の
う
え
、
特
別
会
計
を
設
け
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、エ
コ
ツ
ア
ー
は
外

部
監
査
を
原
則
と
す
る
。

（
６
）本
会
の
出
納
期
間
は
、
毎
年
４
月
１
日

に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
３
１
日
に
終
わ
る
。

第
６
条（
世
話
人
及
び
世
話
人
会
）　

（
１
）本
会
に
次
の
世
話
人（
役
員
）
を
置
き
、

⑤
を
除
く
メ
ン
バ
ー
６
人
で
構
成
す
る
執
行
・

決
定
機
関
と
し
て
、「
世
話
人
会
」
を
設
け
、

総
会
決
定
事
項
等
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め

の
協
議
を
行
う
。
正
会
員
は
事
前
に
届
け
出

て
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
共
同
代
表　
　
　

３
名

②
事
務
局
長　
　
　

１
名

③
事
務
局
次
長　
　

１
名

④
会
計　
　
　
　
　

１
名

⑤
監
事（
監
査
）　　
２
名　

（
２
）世
話
人
及
び
監
事
の
選
任
は
、
正
会
員

の
中
か
ら
推
薦（
本
人
以
外
３
人
以
上
）
し
、

表
決
に
参
加
し
た
正
会
員
の
過
半
数
で
選
任

す
る
。

（
３
）世
話
人
会
は
、メ
ン
バ
ー
６
人
中
、３
人

以
上
で
開
催
し
得
る
。
緊
急
の
場
合
に
は
、

各
種
通
信
手
段
を
用
い
、
持
ち
回
り
「
世
話

人
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の

内
容
は
全
正
会
員
に
周
知
す
る
。

（
４
）事
務
局
長
の
も
と
に
、
機
関
誌『
奔
流
』

の
編
集
委
員
会
を
設
け
、
内
規
を
定
め
て
円

滑
な
運
営
を
行
う
。

第
７
条（
任
期
及
び
任
務
）　　

（
１
）世
話
人（
役
員
）の
任
期
は
、２
年
と
す

る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
２
）共
同
代
表
３
名
は
、
会
を
代
表
す
る
筆

頭
代
表
を
互
選
し
、
役
割
を
分
担
し
つつ
協
議

し
て
、
連
帯
責
任
で
当
会
運
営
を
主
宰
す
る
。

（
３
）事
務
局
長
は
共
同
代
表
を
補
佐
し
、
円

滑
な
事
務
執
行
を
統
括
す
る
。
事
務
局
次

長
は
事
務
局
長
を
補
佐
す
る
。

（
４
）会
計
は
当
会
の
予
算
書
に
基
づ
き
、
財

務
会
計
を
統
括
す
る
。
但
し
、１
件
２
０
万

円
以
上
の
契
約
行
為
は
、
複
数
の
見
積
書
を

そ
え
、
世
話
人
会
の
事
前
の
承
認
を
要
す
る
。

（
５
）監
事
は
、い
つ
で
も
関
係
人
に
帳
簿
等
の

記
録
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
、毎
年
５
月

に
行
わ
れ
る
総
会
の
決
算
書
を
監
査
し
、
結

果
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
８
条（
定
期
総
会
及
び
臨
時
総
会
）

（
１
）会
は
毎
年
１
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、

下
記
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
機
関
決
定
を
行

う
。
筆
頭
代
表
が
仮
の
議
長
と
な
り
、
出
席

会
員
の
過
半
数
で
総
会
議
長
を
選
任
す
る
。

議
長
は
議
事
録
を
作
成
し
、
筆
頭
代
表
が
保

存
す
る
。

①
会
則
の
改
正（
会
員
総
数
の
２
分
の
１
以

上
、
委
任
状
を
含
む
）

②
役
員
選
任（
参
加
総
数
の
２
分
の
１
以
上
）

③
活
動
方
針（
会
員
総
数
の
２
分
の
１
以
上
、

委
任
状
を
含
む
）

④
予
算
・
決
算
の
議
決（
会
員
総
数
の
２
分
の

１
以
上
、
委
任
状
を
含
む
）

⑤
懲
罰
除
名（
出
席
会
員
の
４
分
の
３
以
上
）

⑥
会
の
解
散
、
合
併（
会
員
総
数
の
３
分
の
２

以
上
、
委
任
状
を
含
む
）

（
２
）正
会
員
７
名
以
上
が
連
署
し
て
、
理
由

書
を
共
同
代
表
に
提
出
し
、
臨
時
総
会
開
催

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
催
の
是
非
は

世
話
人
会
で
協
議
、
決
定
す
る
。

●
附
則
第
１
条　
　
　
　

（
１
）こ
の
会
則
は
、
共
同
代
表
者
会
議
の
合

意
で
、
平
成
２
２
年
３
月
１
日
か
ら
遡
及
し
て

適
用
し
、
設
立
総
会
で
正
式
決
定
す
る
。
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◆
子
ど
も
の
こ
ろ
の

大
川

　

戦
前
は
小
学
校
へ

入
っ
て
し
ば
ら
く
す

る
と
、
仲
間
と
遊
ぶ

こ
と
以
外
に
、田
や
畑
仕
事
の
手
伝
い
が
忙
し

く
な
る
。
結
構
、
当
て
に
さ
れ
て
草
取
り
の
ノ

ル
マ
が
課
せ
ら
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
が
農
家

の
子
ど
も
の
日
課
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
ろ
、
す

べ
て
の
村
の
人
々
が
「
お
お
か
わ
」
と
呼
ぶ
信

濃
川
を
知
っ
た
。

　

大
谷
地
の
畑
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
崖
下
の

大
川
に
父
や
兄
に
連
れ
ら
れ
て
行
き
、
魚
を

と
る
「
流
し
針
」
を
か
け
た
。
秋
に
は
「
カ
ニ

筒
」
を
仕
掛
け
て
、
翌
朝
早
く
上
げ
に
行
き
、

筒
孔
か
ら
モ
ク
ズ
カ
ニ
が
這
い
出
て
く
る
。

　

集
落
の
地
名
で
も
あ
る
支
流
・
貝
ノ
川
が

あ
り
、よ
く
「
ま
ま
さ
が
ね
」
を
し
に
行
っ
た
。

石
の
間
に
い
る
小
魚
を
素
手
で
捕
ま
え
る
の

だ
。
小
学
３
年
生
の
時
、
昼
上
が
り
し
て
そ

の
ま
ま
貝
ノ
川
へ
行
き
、ク
ラ
ス
全
員
で
行
方

を
捜
し
に
来
ら
れ
た
。
父
が
学
校
に
呼
ば
れ

て
、
私
は
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
。
し
か
し
、
あ
の

頃
の
貴
重
な
蛋
白
源
は
丸
ご
と
食
べ
た
川
魚

あ
っ
て
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
る
。
お
お
か
わ

は
郷
土
の
誇
り
で
あ
っ
た
。
旧
十
日
町
小
学

校
の
校
歌
に
は
、「
八は

っ
せ
ん
や
か
わ

千
八
川
を
集
め
来
て　

日
本
海
に
注
ぐ
な
る　

流
れ
も
清
き
信
濃
川

　

果
て
し
も
見
え
ず
末
永
く
…
…
」
と
う
た

わ
れ
、
信
濃
川
が
八
千
八
川
を
潤
し
て
い
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

◆
「
巧
み
な
嘘
」
で
悲
劇
の
信
濃
川
に

　

信
濃
川
発
電
所
の
開
発
は
、１
９
３
９
（
昭

和
１
４
）年
の
第
１
期
か
ら
１
９
８
４
年
の
第

４
期
で
毎
秒
１
６
７
ト
ン
の
大
量
取
水
発
電

と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
１
９
８
３
年
、
当
時
の

旧
国
鉄
の
川
崎
火
力
発
電
所
２
号
機
が
老
朽

化
し
て
廃
止
と
な
る
た
め
、
約
１
７
万
KW
の
電

力
が
不
足
す
る
と
の
理
由
で
、
第
５
期
の
拡

大
工
事
に
着
手
し
、
更
に
毎
秒
１
５
０
ト
ン
の

追
加
で
最
大
３
１
７
ト
ン
を
取
水
、
ま
る
で
河

川
を
収
奪
す
る
行
為
で
ダ
ム
下
流
に
毎
秒
７

ト
ン
し
か
放
流
し
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
第
５
期
工
事
が
竣
工
し
た
１
９
９
０

年
６
月
以
降
、
夏
場
は
灼
熱
の
石
河
原
と
な

り
、
魚
類
は
ほ
と
ん
ど
死
滅
状
態
で
自
然
生

態
系
の
破
壊
が
進
ん
だ
。
信
濃
川
の
伏
流
水

に
１
０
０
％
依
存
す
る
水
道
水
源
井
は
、
遂

に
地
下
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
深
井
戸
か
ら
揚
水

し
、１
９
９
９
年
の
大
幅
値
上
げ
で
、
新
潟
県

内
で一番
高
い
水
道
料
金
に
な
って
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
神
奈
川
県
の
J
R
川
崎
火
力

発
電
所
は
、
２
億
６
４
０
０
万
KWh
╱
年
も
発

電
量
が
大
幅
に
増
え
、
水
力
も
毎
秒
１
５
０

ト
ン
の
第
５
期
拡
大
で
の
発
電
が
な
く
て
も
、

５
２
０
０
万
KWh
╱
年
も
増
え
て
い
る
か
ら
、当
時

の
市
長
や
市
民
は
、
仕
組
ま
れ
た
嘘
に
騙
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

◆
環
境
運
動
に
早
瀬
の
如
き
う
ね
り
を
！

　

昨
年
3
月
10
日
に
「
極
め
て
悪
質
か
つ
重

大
な
河
川
法
違
反
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
国
交

省
が
J
R
宮
中
ダ
ム
の
取
水
権
全
量
取
消
処

分
を
し
て
1
年
1
ヵ
月
後
、
十
日
町
市
が
ま

た
も
や
J
R
東
の
毎
秒
最
大
３
１
７
ト
ン
の

大
量
取
水
再
申
請
を
認
め
た
。
瀕
死
の
信
濃

川
と
流
域
住
民
の
命
の
水
を
守
り
、
環
境
保

全
を
重
視
し
た
「
自
然
と
の
共
生
」
を
本
来

求
め
る
べ
き
が
、
企
業
や
団
体
の
共
生
に
勝
手

に
す
り
か
え
ら
れ
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

真
に
地
域
再
生
を
図
る
な
ら
ば
、か
つ
て
国

宝
火
焔
型
土
器
に
み
ら
れ
る
「
縄
文
の
王
国
」

が
栄
え
、
世
界
遺
産
の
登
録
を
め
ざ
す
夢
も
、

名
実
と
も
に
日
本
一の
大
河
・
信
濃
川
が
あ
っ

て
こ
そ
と
い
う
壮
大
な
歴
史
の
事
実
を
創
造

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
東
電
の
西
大
滝
ダ
ム

（
千
曲
川
）、
宮
中
ダ
ム
の
根
本
的
対
応
、
解
決

な
く
し
て
悠
久
の
大
自
然「
千
曲
川
・
信
濃
川

の
復
権
」
は
果
た
し
え
な
い
。（
共
同
代
表
）

   

呼
び
か
け
人
ア
ピ
ー
ル
①

大
量
取
水
で
減
水
に
苦
悶
す
る
信
濃
川
中
流
域

　   　
　

― 

真
の
大
河
復
活
を
求
め
て 

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
津　

東
六
（
前
十
日
町
市
議
）  
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読
書
の
友　
　
　

―
あ
す
の
た
め
に
―

♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖

♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖

♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖

♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖

♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖

♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖♯‖

　

熊
本
県
五
木
村
に
源
を
発
す
る
川
辺
川
は

球
磨
川
に
合
流
、
八
代
市
で
不
知
火
海
に
注

ぐ
。
川
辺
川
ダ
ム
は
１
９
６
６
年
に
３
年
連
続

の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
治
水
・
利
水
目
的
に

計
画
さ
れ
た
が
４
２
年
後
の
２
０
０
８
年
、
蒲

島
郁
夫
熊
本
県
知
事
が
同
ダ
ム
の
白
紙
撤
回

を
表
明
し
た
。

　

著
者
は
１
９
９
６
年
３
月
、｢

日
本
環
境
会

議｣

（
熊
本
開
催
）で
は
じ
め
て
川
辺
川
ダ
ム

の
こ
と
を
知
り
、
同
年
８
月
、
川
辺
川
・
球
磨

川
を
訪
れ
た
。
翌
年
、
河
川
法
改
正
、
農
業

基
本
法
改
正
、
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
の

開
催
な
ど
、
戦
後
体
制
の
根
幹
的
な
変
革
へ

と
動
き
出
し
た
時
代
に
、
川
辺
川
ダ
ム
問
題

の
取
材
を
続
け
、
雑
誌『
世
界
』
に
１
９
９
８

年
か
ら
１
０
年
間
報
告
し
て
き
た
。
本
書
は

そ
れ
ら
の
集
大
成
で
あ
る
。

　

｢

基
本
高
水｣

に
基
づ
く
従
来
型
治
水
施

策
か
ら
、
河
川
・
湖
沼
の
環
境
保
全
を
重
視

し
、
源
流
か
ら
海
へ
と
連
な
る
流
域
圏
の
人
々

の
生
活
基
盤
を
豊
か
に
す
る
柔
軟
か
つ
多
様

な
施
策
が
求
め
ら
れ
る
時
代
の
好
著
で
あ
る
。

　

阿
部　

賢
一（
海
外
情
報
分
析
研
究
室
主
宰
）

　

わ
が
国
に
も
「
自
然
再
生
法
」
の
法
律
は

制
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
河
川
の
領
域
で

は
実
効
が
上
が
って
い
な
い
。
著
者
が
ヨ
ー
ロッ

パ
各
地
を
視
察
し
て
「
川
の
何
を
、
ど
う
、
よ

み
が
え
ら
せ
よ
う
か
？　

何
故
、
川
が
ど
う

し
て
死
ん
だ
か
？
」
を
究
明
し
、
比
較
研
究
の

視
座
で
河
川
行
政
の
方
向
転
換
に
つ
な
が
る

道
筋
を
探
る
好
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

　

か
た
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
河
川
政
策
の
模
索

は
、
開
発
に
よ
り
「
氾
濫
原
が
潰
さ
れ
」、
川

が
も
つ
更
新
力
や
洪
水
を
緩
和
す
る
機
能
が

破
壊
さ
れ
た
歴
史
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
確
実

に
「
河
川
再
自
然
化
」
の
道
を
ひ
ら
き
つつ
進

め
て
い
る
。
著
者
は
、「
氾
濫
原
」
を
ヨ
ー
ロッ

パ
ら
し
い
景
観
と
位
置
付
け
、
日
本
人
が
里

山
の
景
観
を
愛
で
る
風
習
と
同
一視
し
な
が
ら
、

「
河
川
再
自
然
化
」
は
河
川
工
学
専
門
家
の

分
野
と
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
。

　

ヨ
ー
ロッ
パの
「
河
川
再
自
然
化
」
は
新
し
い

概
念
と
し
て
、
風
景
の
も
つ
ア
イ
デ
ン
テ
イ
で

あ
り
、
思
想
的
な
動
き
、
理
念
、
科
学
的
な

方
法
論
と
の
視
点
を
視
察
旅
行
か
ら
紹
介
し

て
い
る
。 

橘　

由
紀
夫（
設
立
呼
び
か
け
人
）

　

政
権
交
代
で
計
画
中・工
事
中
の
ダ
ム
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。本
体
工
事
に
着
手

済
み
の
ダ
ム
は
必
要
性
を
省
み
る
こ
と
な
く

対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。見
直
し
対
象
か
ら
の

回
避
を
狙
って
、年
度
内
に
本
体
工
事
契
約
を

済
ま
せ
た
県
営
ダ
ム
が
５
基
あ
る
。国
は
こ
れ

ら
５
ダ
ム
に
満
額
の
補
助
金
予
算
を
貼
り
付

け
た
。実
は
こ
れ
ら
５
ダ
ム
の
う
ち
３
ダ
ム
に
つ

い
て
は
現
地
住
民
が
、「
不
要
か
つ
弊
害
誘
発

ダ
ム
。補
助
金
カ
ッ
ト
」を
求
め
て
き
た
。

　

本
書
で
扱
っ
て
い
る
浅
川
ダ
ム
は
そ
の
象
徴

的
な
ダ
ム
で
あ
る
。浅
川
ダ
ム
は
不
要
・
危
険

を
生
み
出
す
、と
い
う
論
拠
と
同
計
画
が
復

活
し
た
カ
ラ
ク
リ
を
克
明
に
焙
り
出
し
て
い

る
。あ
わ
せ
て
、既
存
の
西
大
滝
ダ
ム
が
治
水

上
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
告
発
し
、「
浅

川・千
曲
川
の
治
水
は
国
や
県
に
任
せ
る
こ
と

は
出
来
な
い
。流
域
住
民
の
選
択
の
問
題
で
あ

る
」と
結
ん
で
い
る
。今
、国
民
が
何
故
に
ダ
ム

依
存
の
河
川
行
政
か
ら
の
脱
却
を
希
求
し
て

い
る
の
か
を
示
し
て
い
る
本
書
は
、是
非
と
も

前
原
国
土
交
通
大
臣
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。　
　

遠
藤　

保
男（
水
源
連
共
同
代
表
）

川
辺
川
ダ
ム
は
い
ら
な
い   

　

 

高
橋 

ユ
リ
カ 

著

 
岩
波
書
店
・
３
０
０
０
円
＋
税

川
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　

 

保
屋
野 

初
子 

著

 

築
地
書
館
・
２
４
０
０
円
＋
税

危
険
で
ム
ダ
な
浅
川
ダ
ム

        

淺
川
・
千
曲
川
治
水
の
本
筋  

　

 

中
沢   

勇 

著 
 

川
辺
書
林
・
７
０
０
円
＋
税
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長
野
県
飯
山
市
は

新
潟
県
境
に
近
く
、
人

口
２
万
５
０
０
０
人
弱
、

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯

で
す
。
ス
キ
ー
場
、
寺

院
の
数
と
仏
壇
製
造
が

特
色
と
い
え
る
で
し
ょ

う
か
。
四
季
折
々
の
自

然
が
満
喫
で
き
る
農
村

地
域
で
、
日
本
の
原
風

景
が
残
って
い
ま
す
。

　

市
の
中
央
を
縦
断
し
て
千
曲
川
が
流
れ
、

肥
沃
な
扇
状
地
を
生
み
ま
し
た
。
豊
富
な
農

産
物
の
恵
み
を
も
た
ら
す
「
母
な
る
大
河
」

で
、
常
盤
牛
蒡
・
長
芋
・
里
芋
の
特
産
物
や
、

昨
年
ま
で
日
本
一
を
誇
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
産

地
で
す
。

　
一
方
、
地
形
上
気
象
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
ま
さ
に
気
ま
ま
に
暴
れ
る
千
曲
川
で
も

あ
り
ま
し
た
。
昭
和
５
７
年
、
５
８
年
連

続
し
て
、
越
水
に
よ
る
破
堤
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
１
５
７
０
戸
浸
水
、
被
害
総
額

１
１
８
０
億
円
、
多
く
の
牛
や
豚
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。
激
特
災
害
と
し
て
下
流
狭
窄
部

の一部
を
開
削
し
、
堤
防
嵩
上
げ
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
年
、
約
２
メ
ー
ト
ル
高

く
な
っ
た
堤
防
が
、
増
水
の
度
に
浸
水
が
発
生

し
、
水
位
の
危
険
性
が
増
し
つ
つ
あ
り
、
不
安

で
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
１
４
年
以
来
、
水
害
の
な
い
安
全
な

地
域
に
す
る
為
に
、
千
曲
川
の
洪
水
や
治
水

対
策
の
歴
史
を
調
べ
、様
々
な
角
度
か
ら
原
因

と
対
策
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
水
害
を
心
配
し
な
が
ら
研
究
活
動

を
続
け
る
同
志
た
ち
と
出
会
い
、
情
報
交
換

を
重
ね
て
、
下
流
の
東
京
電
力
西
大
滝
ダ
ム

に
焦
点
が
行
き
着
き
ま
し
た
。「
当
地
域
水

害
の
最
大
の
要
因
は
、
下
流
狭
窄
部
に
造
ら

れ
た
西
大
滝
ダ
ム
に
あ
る
」
と
確
信
し
ま
し

た
。
平
成
１
６
年
と
平
成
１
８
年
の
豪
雨
に

よ
る
千
曲
川
の
洪
水
は
、
ダ
ム
要
因
を
示
す

手
掛
か
り
を
残
し
て

く
れ
た
か
ら
で
す
。

　

西
大
滝
ダ
ム
は
大

正
５
年
、
水
利
使
用

の
申
請
後
何
度
か

計
画
さ
れ
た
が
地

域
住
民
の
反
対
で
頓

挫
し
、
現
在
地
に
は

旧
村
を
越
え
て
、
昭

和
１
２
年
か
ら
築
造

を
開
始
、
１
４
年
に

完
成
し
て
い
ま
す
。

だ
が
、
ダ
ム
か
ら
下

流
新
潟
県
鹿
渡
発

電
所
ま
で
約
２
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
導
水
管
２
本
の
隧
道
工
事
は
、

す
で
に
申
請
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

西
大
滝
ダ
ム
に
対
す
る
疑
問
と
不
信
は
払
拭

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
水
利
権
更
新
が
本
年

1
２
月
３
１
日
に
迫
って
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
下
流
の
十
日
町
市
で
、Ｊ
Ｒ
宮

中
ダ
ム
の
不
正
取
水
問
題
で
水
利
権
剥
奪
に

至
る
住
民
の
皆
様
の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。

根
津
東
六
氏
か
ら
、「
ダ
ム
を
見
直
す
運
動
」

に
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、
諸
手
を
挙
げ
て
賛
同

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
に
楽
し
く
遊
ん
だ
千
曲
川
の

復
権
と
、「
安
心
し
て
住
め
る
地
域
」
を
子
孫

に
引
き
継
ぐ
為
に
、
大
勢
の
皆
様
と
手
を
と

り
あ
い
、
励
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

   　　　　　　　 呼びかけ人アピール②

子孫に「安心して住める地域」を
　　　　　大野　峰太郎（飯山市議会議員）  

安全な川づくり ～人災の洪水被害をくりかえすな～
◆設立総会
日　時 5月29日（土）12時30分開場、13時開始。
会　場 飯山市常盤地区活性化センター（飯山線「信

濃平駅」徒歩10分。電話：0269‐62‐3200）
参加費 ①正会員＝300円。②一般・賛助会員500円。
内　容 ①共同代表のあいさつ ②議長の選出 ③会則

の承認及び世話人の選出 ④事業計画及び予
算案の承認 ⑤新世話人の紹介とあいさつ 

◆流域報告＆記念講演（15時～ 17時）
講　師 東京大学名誉教授・高橋裕先生
演　題 河川にもっと自由を―千曲川・信濃川をめぐって
 ＊閉会あいさつ（17時の予定）

「千曲川・信濃川復権の会」
　　　 　設立総会＆記念講演会のご案内
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▼一粒の種を蒔く。芽が出るとは限らない。最
適の条件が幾重にもあって、命脈が生まれ
る。昨年10月17日付『新潟日報』の「JR東は
環境企業へ脱皮を」で、宮中ダム撤去を訴え
た矢間さんの"私の視点"が本会設立の芽生え
であったろう。水利権取消処分により清流が
戻った信濃川に地元民は、かつて豊かな自然
があったことを想起した。▼豊かな清流の復
活、失われた自然を復元し、山村過疎化に歯
止めをかけ、活気を取り戻そう。　（阿部賢一）
▼森・川・海・人の絆に尾瀬を想う。尾瀬沼
畔の長蔵小屋社員として、永年勤めたスケさ
んが撮りためた写真が『スケさんと小屋の50
年―入沢祐明写真集―』である。収録された

随想を拝読し、脳裏に浮かんだのは、「人生
の唯一のうたがいのない幸福は、他人のため
に生きることだ」というトルストイの箴言。
長蔵小屋発行（〒378-0411群馬県片品村戸倉
982、電話0278-58-7443）、定価1,000円＋税。
遥かなる尾瀬に誘われて、世人の深い疲れも
癒されるステキな写真集だ。      （池田恵子）
▼よく映画を観る。近年、邦画の力作が多い。
まだ余韻をもつ秀作が中村一夫監督『こつな
ぎ―山を巡る百年物語』のドキュメンタリー
作品。岩手県小繋での入会権をめぐる里人の
闘争記録だ。“日本の病理”を解剖する鋭利
なメスに見えた。7月25日、長野県松本市公
民館で自主上映。連絡先：電話0263-98-4928。
本号は（有）ミズコシで3000部印刷、次号は9
月の予定。乞うご期待。　　　 （矢間秀次郎）

水 の 輪
　

新
潟
県
十
日
町
市
は
、
人
口
６
万
人
の
小

都
市
で
、
長
野
県
内
を
流
れ
た
千
曲
川
が
新

潟
県
に
入
っ
て
信
濃
川
と
名
を
変
え
る
県
境

近
く
に
位
置
し
て
い
る
。
昨
年
、
博
物
館
は

開
館
三
〇
周
年
を
迎
え
た
が
、
館
の
テ
ー
マ
は

〝
雪
と
織
物
と
信
濃
川
〞で
あ
る
。

　

そ
の
収
蔵
展
示
品
の
中
に
は
、
新
潟
県
唯
一

の
国
宝
で
、
縄
文
土
器
で
も
最
初
の
国
宝
に

な
っ
た
市
内
笹
山
遺
跡
出
土
の
火
焔
型
土
器

（
下
掲
写
真
）や
石
器
な
ど
９
２
８
点
を
メ
イ

ン
に
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
「
越
後
縮

ち
ぢ
みの

紡
織
用
具
及
び
関
連
資
料
２
０
９
８
点
」
と
、

「
積
雪
用
具
３
８
６
８
点
」
等
、
多
彩
な
収

蔵
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
文
部
科
学
省
推
薦
の
「
全
国
の
特

色
あ
る
博
物
館
」
の一つ
に
も
選
ば
れ
た
の
は
、

千
人
の
会
員
を
も
つ「
博
物
館
友
の
会
」
が

各
種
研
究
会
や
グ
ル
ー
プ
活
動
、
学
習
会
を

は
じ
め
、
文
化
財
め
ぐ
り
等
、
多
彩
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
館

の
看
板
で
も
あ
る
笹
山
遺
跡
の
出
土
品
が
、

平
成
１
１
年
６
月
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
陰

の
恩
人
は
哲
学
者
の
梅
原
猛
先
生
で
あ
る
。

　

先
生
は
雑
誌『
芸
術
新
潮
』の
平
成
２
年

新
年
号
の
国
宝
特
集
「
私
の
推
す
新
国
宝
」

に
、笹
山
の
火
焔
型
土
器
を
推
薦
さ
れ
、著
書

『
日
本
の
霊
性
』
で
火
焔
型
土
器
の
母
胎
は

信
濃
川
で
あ
る
と
い
う
新
説
を
提
起
さ
れ
る

な
ど
、そ
の
解
明
に
貢
献
さ
れ
、
名
誉
館
長
に

ご
就
任
頂
い
た
。（
新
潟
県
民
芸
協
会
顧
問
）

●
〒
９
４
８‐０
０
７
２  

十
日
町
市
西
本
町
１

入
館
料
＝
３
０
０
円（
小
・
中
学
生
以
下
無

料
）。
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
。

T
E
L
：
０
２
５‐７
５
７‐５
５
３
１ 

F
A
X
：
０
２
５‐７
５
７‐６
９
９
８

http://www.city.tokamachi.niigata.jp

  

水
系
博
物
館
・
美
術
館
め
ぐ
り
①

十
日
町
市
博
物
館

  
国
宝
・
火
焔
型
土
器
の
母
胎
は
信
濃
川

　
　
　
　
　
　

   

佐
野　

良
吉


